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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
新
丸
亀
市
が
誕
生
し
て
、
本
年
で
６
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
合
併
当
初
、
本
市
の
財
政
は
危
機
的
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、「
財
政
再
建
」
を
最
重
要
課

題
に
位
置
づ
け
、
昨
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
集
中

的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の

転
換
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は
、

事
業
仕
分
け
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
外
部
評
価
の
実

施
や
、
本
市
の
将
来
を
展
望
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
着
手
す
る
た
め
、
今
後
５
年
間
で
本
市
が
取
り

組
む
「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
作
成
し
、
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
本
年
は
、
市
民
生
活
の
「
安
心
と
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
市
内
の
公
立
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、

小
中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
お
よ
び
増
改
築
工

事
な
ど
、「
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と

「
持
続
可
能
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
本
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
尖
閣
問
題
や
朝
鮮
半
島
の
緊
張
、
ギ
リ

シ
ャ
の
経
済
危
機
な
ど
憂
慮
す
べ
き
出
来
事
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の

奇
跡
的
な
帰
還
、
南
米
チ
リ
の
鉱
山
作
業
員
救
出
な

ど
の
明
る
い
話
題
に
世
界
中
の
人
が
快
哉
を
叫
ん
だ

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
本
市
に
お
い
て
も
合
併
後
直
ち
に
取
り
組
ん
だ
財

政
安
定
化
へ
の
施
策
が
功
を
奏
し
、
昨
年
は
丸
亀
市

の
新
し
い
顔
の
一
つ
と
な
る
野
球
場
の
建
設
計
画
を

発
表
で
き
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
る
議
会
と
な
る
よ
う
改

革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、

議
員
提
案
に
よ
り
次
回
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
３
人

削
減
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
い
市
議
会
と
な
る

よ
う
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
議
事
機
関
で
あ
る
私
ど
も
議
会
は
、
行
政

を
担
う
市
長
部
局
と
馴
れ
合
い
に
な
る
こ
と
な
く
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
明
る

い
丸
亀
市
の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

23

か
い 

さ
い 

せ
っ 

さ 

た
く 

ま 

新年の挨拶 さ
ら
な
る

さ
ら
な
る 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

市
長
　

市
長
　
新
井
　
哲

新
井
　
哲
二 

さ
ら
な
る 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

よ
り
身
近
な
議
会
に
向
け

よ
り
身
近
な
議
会
に
向
け 

よ
り
身
近
な
議
会
に
向
け 

市
長
　
新
井
　
哲
二 

市
議
会
議
長
　

市
議
会
議
長
　
　
木
　
木  

新
仁
新
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生活課 蘂24-8809
ここに 
船名が 
入ります 

同事務局 蘂087-887-3280

新フェリーの船名募集 

　市は、丸亀～広島～小手島～手島間を運航する「びさ
ん２」の老朽化に伴い、全国で初めて公設民営でフェ
リーを建造します。船は、NHK朝の連続テレビ小説「て
っぱん」の篠宮造船建設のモデルとされる「石田造船
建設㈱」（広島県尾道市因島）で建造中です。 
　新フェリーが多くの人に愛されるような名前を募集
します。ぜひ応募してください。 
※公設民営…市が船を建造し、民間事業者に無償貸与し航路
　　　　　　事業を運営 

蘆バリアフリー基準適

　合船として、１階に

　バリアフリー対応の

　客室やトイレなどを

　設置し、より快適に 

応募資格：住所や年齢など制限なし 
応募方法：住所、氏名、年齢、電話番号、船名、命名
　理由を明記し、はがきかファクス、Eメールで 
締め切り：1月28日貊までに生活課（必着） 
申込先：〒763-8501 丸亀市大手町2丁目3番1号 
　丸亀市生活課 蘂24-8809 薨24-8832 
　Eメール seikatsu-k@city.marugame.lg.jp 
　２月中に、市ホームページなどで発表します｡ 
　採用者には、感謝状と記念品を贈呈します｡ 
　他船舶で使用中の船名は除外する場合があります｡ 

㈱カマタマーレ讃岐社長 
　熊野　實さんからメッセージ 

　今年の目標は、ＪＦＬから

Ｊ２への昇格です。皆様にサ

ッカーのある幸せな生活を感

じていただき、地域の元気に

貢献できるよう、私たちは無

限の可能性を信じて全力で

努力してまいります。 

　本年も一層のご支援をよろ

しくお願い申し上げます。 

カマタマーレ讃岐：2006年に
発足。釜玉うどんとイタリア

　　　　　語で海を意味する

　　　　　「マーレ」にちなん

　　　　　　で命名。2010年、

　　　　　　北野誠監督の指

　　　　　　　導で、ＪＦＬへ

　　　　　　　昇格を果たす。 

　地域リーグ日本一を決める「第34回全国地域リーグ決勝大会」で、

カマタマーレ讃岐が見事優勝を果たし、JFL昇格を決めました。 

　香川県勢から 

のJFL参戦は初

めてということ

もあり、選手は

もちろんサポー

ターらの喜びも

ひとしお。 

　来期からＪＦ

Ｌで活躍するカ

マタマーレを、

みんなで応援し

ましょう。 JFL昇格を喜ぶ選手とサポーターら 

地域地域リーグで優勝優勝 地域リーグで優勝 

■船名募集───────────────── 

■船の概要───────────── 

カマタマーレ讃岐 JFL
へ昇
格！ 

船舶用途：旅客船兼 
　自動車航送船 
総トン数：約269覈 
旅客定員：約150人 
全長：46.7襷 
全幅：10.5襷� 
深さ：3.2襷� 
 

J1
J2

地域リーグ 

JFL

10月就航の広島方面行き 



尾　加奈さん 

　
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
育
士

資
格
を
お
持
ち
で
、
フ
ル
タ
イ
ム（
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）
勤
務
が
可

能
な
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
児
童
課（
蘂
２
４
―
８
８
０
８
）。 

児 童 課 
蘂24-8808

保
育
所
の
新
年
度
入
所
案
内 

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
保
育
所（
園
）

に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼
児
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
産
予
定
や
育

児
休
業
明
け
な
ど
で
、
５
月
以
降
の

年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼

児
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
５
日
貉
か
ら

14
日
貊
ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。 

●
１
月
5
日
貉
〜
１２
日
貉 

市
役
所
本
館
１
階
南
会
議
室 

●
１
月
１３
日
貅 

綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

●
１
月
１４
日
貊 

飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
指
定
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、
期

間
中
、
児
童
課
、
各
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

《
入
所
要
件
》 

　
入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
や
同

居
親
族
が
児
童
を
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。 

①
い
つ
も
家
庭
の
外
で
働
い
て
い
る 

②
い
つ
も
家
庭
内
で
そ
の
児
童
と
離

　
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働

　
を
し
て
い
る 

③
出
産
の
前
後
で
あ
る 

④
病
気
や
負
傷
な
ど
で
育
児
が
で
き

　
な
い 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
障
害
者

　
（
児
）
な
ど
を
、
常
時
介
護
し
て

　
い
る 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

　
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る 

　
入
所
申
込
書
は
、
児
童
課
、
各
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
所（
園
） 

に
あ
り
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
２
月
中
旬
に
選
考
し
ま
す
。 
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2月6日赧 

第
６５
回 

香川丸亀国際ハーフマラソン 
大会組織委員会 蘂24-6274

　
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
健

脚
自
慢
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
冬
の
讃

岐
路
を
走
る
第
65
回
香
川
丸
亀
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
２
月
６

日
豸
に
開
か
れ
ま
す
。
今
大
会
に
は
、

１
万
２
０
０
０
人
の
参
加
が
見
込
ま

れ
、
ス
タ
ッ
フ
も
昨
年
を
上
回
る
４

０
０
０
人
規
模
に
な
り
ま
す
。
各
種

団
体
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
大
会
が
行
え
て
い
ま
す
。
今

回
、
ラ
ン
ナ
ー
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ

を
紹
介
し
ま
す
。 

      

　
い
ざ
と
い
う
時
に
救
急
車
が
来
る

ま
で
選
手
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
う「
移

動
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
」
ス
タ
ッ
フ
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
を
修
了
し
た
四
国
医
療
専
門
学

校
の
学
生
が
、
１
誅
ご
と
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

機
器
を
持
っ
て
コ
ー
ス
上
で
待
機
し

て
い
ま
す
。
習
っ
た
技
術
を
社
会
貢

献
に
生
か
そ
う
と
、
今
年
初
め
て
ス

タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
す
る

学
生
の
一
人

で
、
医
療
職

を
目
指
す
２

年
生
の
尾
　
加
奈
さ
ん
は
、
「
救
命

は
時
間
と
の
戦
い
で
す
。
意
識
が
な

い
人
を
見
か
け
た
時
は
、
す
ぐ
に
わ

た
し
た
ち
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

力
強
く
話
し
ま
す
。 

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
15
人
と
ラ
ン 

ナ
ー
に
飲
み
物
を
渡
す
給
水
所
ス
タ 

     

ッ
フ
と
し
て
昨
年
参
加
し
た

土
器
町
西
の
関
口
直
美
さ
ん
。

「
後
続
の
ラ
ン
ナ
ー
が
つ
ま

づ
い
て
転
倒
し
そ
う
な
ほ
ど
、

コ
ー
ス
上
は
飲
み
終
え
た
紙

コ
ッ
プ
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。

片
付
け
た
く
て
も
ス
タ
ッ
フ

が
足
り
ず
、
８
０
０
０
人
も

の
ラ
ン
ナ
ー
に
飲
み
物
を
渡

す
の
が
精
一
杯
で
し
た
」と
、

昨
年
の
給
水
場
の
様
子
を
振

り
返
り
ま
し
た
。 

　
今
年

も
全
国

か
ら
昨

年
を
上

回
る
参

加
者
が

丸
亀
に

集
い
ま
す
。
大
会
事
務
局
は
、
ラ
ン

ナ
ー
が
安
心
し
て
楽
し
く
走
れ
る
よ

う
、
紙
コ
ッ
プ
回
収
箱
の
増
設
や
ス

タ
ッ
フ
の
増
員
、
ラ
ン
ナ
ー
に
マ
ナ

ー
を
守
る
呼
び
掛
け
な
ど
の
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。
沿
道
の
皆
さ
ん
も

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

関口直美さん 

対象児 保　育　所　名 

0～2歳児 虎岳 

0～3歳児 本島 

1～3歳児 飯山北第一、飯山南 

0～5歳児 
城辰、恵城、ふたば乳児、誠心、 
丸亀ひまわり、ふたば西、 
ひつじヶ丘、ドルカス乳児 

1～5歳児 
中央、塩屋、平山、土居、金倉、 
塩屋北、城南、原田、青ノ山、 
飯野、垂水、岡田、栗熊、富熊 

　
初
春
の
潮
さ
い
が
心
地
よ
い
本
島

で
開
か
れ
る
第
29
回
塩
飽
本
島
マ
イ

ペ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
受
け
付
け
は
、
１
月

13
日
貅
か
ら
。
歴
史
文
化
や
景
観
の

美
し
さ
に
ふ
れ
な
が
ら
島
内
を
走
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆
種
目
　 

Ａ
コ
ー
ス（
14
・
５
誅
）高
校
生
、一
般 

Ｂ
コ
ー
ス（
９
・
５
誅
）中
学
・
高
校

　
生
、
一
般 

Ｃ
コ
ー
ス（
３
・
５
誅
）小
学
生 

オ
ー
プ
ン（
３
・
５
誅
）小
中
学
生
・

　
高
校
生
、
一
般 

◆
参
加
料
　
小
・
中
学
生
１
０
０
０

円
、
高
校
生
・
一
般
２
５
０
０
円
（
弁

当
・
傷
害
保
険
含
む
） 

◆
締
め
切
り
　
２
月
10
日
貅 

◆
申
込
先
　
〒
７
６
３
―
０
２
２
３

丸
亀
市
本
島
町
泊
５
０
６
番
地
１ 

本
島
市
民
セ
ン
タ
ー
　
塩
飽
本
島
マ

イ
ペ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
蘂
２
７
―
３
２
２
２
） 

第29回 塩飽本島塩飽本島 
      マイペースマラソン 
第29回 塩飽本島 
   マイペースマラソン 

本島中学校スタート 
（受付開始：午前9時40分） 

3月13日豸  

～いい汗かこう 歴史の島で～ 

午後0時10分 

臨時 

募集 
保育士 

そ 



●水道ホームページ／アンケート結果や水道ビジョンなどを掲載。http://www.marugame-suidou.jp/ 67

有料化から5年 
ごみは減ったのか？ 

より良い水道事業を目指します！ 「市水道ビジョン」6つの施策目標 
①安定した給水サービスの確保　②安全でおいしい水の供給 
③事業統合による効果の推進　　④安全な水道施設の構築 
⑤水道の運営基盤の強化　　　　⑥自然と調和した環境にやさしい水道 

ミネラルウォーターとの違い 
　ミネラルウォーターは清
涼飲料水に分類され、「食
品衛生法」で18項目の水
質基準が設定されています。 
　これより厳しい基準が課
せられる水道水は、より安
全で良質な飲み物と言える
でしょう。 

水源の水質状態が心配…… 
　季節や時期によって、水
源の水質は変化します。浄
水場では、水質に応じた処
理を行っています。さらに、
蛇口での検査も行い、異常
がないことを常に確認して
います。 

厳しい安全基準 
　水道水は、「水道法」で厳
しく管理され、50項目の水
質基準が設定されています。 
　市は、定期的に水質検査
を行い、水道水の安全性と
品質を常に確認しています。 

塩素がちょっと…… 
　水道水は、塩素による消
毒が「水道法」で義務付け
られ、塩素以外での消毒は
認められていません。塩素
は水中の細菌を殺す働きを
しますが、水道水に含まれ
る程度の塩素濃度では、人
体への影響はありません。 

　
平
成
17
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
ご

み
袋
の
有
料
化
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
実
施
か
ら
５
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
ご
み
袋
の
有
料

化
が
ご
み
減
量
化
に
結
び
つ
い
た
の

か
、
現
状
を
報
告
し
ま
す
。 

　
販
売
代
金
は
ど
こ
へ
？ 

　
一
枚
に
つ
き
大
40
円
、
中
30
円
、

小
20
円
で
販
売
し
て
い
る
指
定
ご
み

袋
。
ご
購
入
い
た
だ
い
た
ご
み
袋
の

代
金
か
ら
、
必
要
経
費
で
あ
る
製
造

購
入
費
や
販
売
手
数
料
な
ど
を
引
い

た
金
額
が
市
に
入
り
ま
す
。（
表
１
） 

　
こ
の
収
入
は
、
▽
ご
み
収
集
経
費

▽
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
印
刷
製
本

費
、
同
配
布
手
数
料
―
―
な
ど
に
充

て
ら
れ
ま
す
。 

　
可
燃
・
不
燃
ご
み
の
排
出
量 

　
指
定
ご
み
袋
で
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い「
可
燃
ご
み
」と「
不
燃
ご
み
」。

こ
れ
ら
の
排
出
量
は
、
有
料
化
し
た

17
年
度
の
可
燃
ご
み
約
２
万
１
０
０

０
誦
、
不
燃
ご
み
２
７
０
０
誦
か
ら

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。（
表
2
） 

　
年
度
途
中
か
ら
の
有
料
化
の
た
め
、

有
料
化
前
の
排
出
量
と
の
直
接
比
較

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
み
排
出
量
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ

ま
す
。 

　
更
な
る
ご
み
減
量
化
へ 

　
有
料
化
の
主
目
的
は
、
ご
み
の
減

量
と
資
源
化
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
市
は
、
ご
み
袋
有
料
化
以
外 

に
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
市
が
収
集
し
て
い
る
生
活
系
可
燃

ご
み
の
３
〜
４
割
は
生
ご
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
減
量
化
は
、
大
き
な
課
題

で
す
。 

　
市
は
「
生
ご
み
処
理
容
器
等
設
置

補
助
制
度
」
を
設
け
、
生
ご
み
処
理

容
器
な
ど
の
購
入
に
対
し
、
本
体
価

格
の
半
額
ま
で
（
電
気
機
械
式
は
上

限
２
万
円
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
上

限
３
千
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

クリーン課  
蘂58-7453クリーン課  

蘂58-7453

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す 

地
デ
ジ
化
で
テ
レ
ビ
が
急
増 

安心安全の 
水道水 

安全です 
蛇口から出る水 
上下水道部経営課 蘂24-8846

　　年７月、市

　　内の水道利

用者1000人（無

作為抽出）を対

象に、水道水に

関する満足度や

要望などのアン

ケートを行いま

した。回収率44％。集計結果か

ら見えてきたのは、水道水の

利用実態と水質などの安全性

に関する意識の高さでした。 

　今月は、水道水がどのよう

な安全性を持った水か紹介し

ます。 

　これからもより良 

い水道事業を行って 

まいりますので、ご 

協力をお願いします。 

昨 

みずがめくん 

クリーン課 
清掃第一担当長 

高畑　正弘 

【表2】生活系可燃・不燃ごみ量 

■不法投棄の状況 

年度 

17 

18 

19 

20 

21

年度 

17 

18 

19 

20 

21

収集量 

年度 

17 

18 

19 

20 

21

可燃ごみ 

21,286覈 

20,501覈 

19,814覈 

19,940覈 

19,775覈 

2,417覈 

2,742覈 

1,542覈 

1,410覈 

1,642覈 

88件 

90件 

56件 

87件 

112件 

販売代金 製　造 
購入費 

販売手数料 
など 

内リサイクル 
家　電 

差し引き 

1億 850万 

1億7232万 

1億6153万 

1億6136万 

1億5825万 

3465万 

6310万 

5047万 

5807万 

5384万 

1685万 

2263万 

2155万 

2154万 

2122万 

5700万 

8659万 

8951万 

8175万 

8319万 

【表1】市指定ごみ袋の販売状況　　　　単位：円 

　
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
は
、
環
境
負
荷
を
低
減
し
、

ご
み
収
集
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
み
収
集
業

務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

郡家郡家町 

中西美智子中西美智子さん 
郡家町 

中西美智子さん 

　
家
の
新
築
を
機
に
、
生
ご
み
処
理

機
を
買
い
ま
し
た
。
補
助
が
あ
っ
て
、

助
か
り
ま
し
た
。
処
理
す
る
と
臭
い

が
な
く
な
る
の
で
快
適
で
す
。
１
日

１
回
、
タ
イ
マ
ー
で
使
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
出
す
回
数
も 

減
り
、
ご
み
袋
の 

使
用
枚
数
も
減 

り
ま
し
た
。 

 

　
申
請
者
名
、
商
品
名
と
販
売
店

の
朱
印
の
入
っ
た
領
収
証
（
レ
シ

ー
ト
不
可
）、
申
請
者
名
義
の
通

帳
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
ク
リ

ー
ン
課
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
丸

亀
、
各
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
。 

補助の申し込み方法 

　
み
な
さ
ん
の
監
視
の
目
も
あ
り
、

こ
の
と
こ
ろ
不
法
投
棄
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
法
投
棄

の
根
絶
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
近
年

は
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
ク
ー
ラ
ー
、

洗
濯
機
な
ど
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら

れ
た
家
電
の
不
法
投
棄
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 

　
不
法
投
棄
を
許
さ
な
い 

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
第
16
条
は
、
「
何
人
も

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
、
同
25
条
で
は
罰

則
と
し
て
「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
を
科
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。 

　
不
法
投
棄
は
、
周
辺

の
美
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
地
下
水
の
汚

染
や
悪
臭
の
発
生
な
ど

日
常
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。 

　
み
ん
な
の
目
で
監
視
を 

　
ク
リ
ー
ン
課
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
や
禁
止
看
板
の
設
置
な
ど
で
不
法

投
棄
の
防
止
に
努
め
る
一
方
、
警
察

と
連
携
し
て
、
不
法
投
棄
者
を
特
定

し
、
撤
去
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
不
法
投
棄
防
止
に
は
、
早
期
発
見
・

対
応
が
重
要
で
す
。
発
見
し
た
場
合
、

日
時
、
場
所
、
ご
み
の
種
類
な
ど
を

同
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
す

る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（　　　） 17年比 
▲7.1%

不燃ごみ 

2,700覈 

2,121覈 

1,908覈 

1,714覈 

1,600覈 

（　　　） 17年比 
▲40.7%



●湯舟道の休館／1月11日貂から3月31日貅まで、ボイラー工事のため休館します。■問社会福祉協議会 蘂22-5700

　
一
緒
に
子
育
て
に
協
力
し
ま
せ
ん
か
。
母
子
保
健
推
進
員
（
ひ
ま
わ
り
さ

ん
）
は
、
妊
婦
や
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
育
児

が
で
き
る
よ
う
に
、市
の
母
子
保
健
事
業
に
協
力
す
る
地
域
の
相
談
員
で
す
。 

89

あ
な
た
も
な
れ
る  

    

母
子
保
健
推
進
員 

健 康 課  
蘂24-8806

　
感
染
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
冬
季
を
中
心
に
猛

威
を
ふ
る
い
ま
す
。
感
染
力
が
非
常

に
強
く
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
体

内
に
入
る
と
感
染
し
ま
す
。 

　
ど
う
し
て
感
染
す
る
の
？ 

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
た
手
で
、

　
調
理
や
配 

　
膳
を
行
い
、

　
汚
染
さ
れ

　
た
食
べ
物

　
が
体
内
に

　
入
る
。 

※
特
に
、
二
枚
貝
（
カ
キ
、ア
サ
リ
、

　
ハ
マ
グ
リ
な
ど
）
の
内
臓
部
分
は
、

　
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
し
や
す
い
。 

●
感
染
し
た
人
の
便
や
吐
し
ゃ
物
を

　
介
し
て
体
内
に
入
る
。 

●
乾
燥
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
ほ
こ
り
と

　
一
緒
に
舞
い
上
が
り
体
内
に
入
る
。 

　
症
状
は
？ 

　
感
染
後
、
24
〜
48
時
間
後
に
吐
き

気
、お
う
吐
、発
熱
、腹
痛
、下
痢
な
ど

を
発
症
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は

１
〜
３
日
で
治
ま
り
ま
す
が
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
な
ど
は
抵
抗
力
が
弱
い

た
め
、
重
症
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。治
っ
て
も
、１
週
間
〜
１
か
月
程

度
は
ふ
ん
便
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
も

排
出
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
効
果
的
な
予
防
と
対
応 

●
手
洗
い
・
う
が
い 

●
加
熱
調
理
と
消
毒
（
85
度
以
上
で

　
１
分
以
上
） 

●
水
分
補
給 

●
お
う
吐
や
下
痢
な
ど
を
発
症
し
た 

　
場
合
は
、
早
目
の
受
診 

《
汚
物
が
衣
服
に
付
い
た
場
合
》 

①
窓
を
開
け
て
換
気
を
行
い
、
手
袋
、

　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
す
る 

②
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
汚
れ
を

　
拭
き
取
る 

③
汚
物
処
理
に
使
用
し
た
物
は
ビ
ニ

　
ー
ル
袋
に
入
れ
て
捨
て
る 

④
85
度
以
上
の
熱
湯
で
１
分
以
上
消

　
毒
す
る
か
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

　
ウ
ム（
家
庭
用
の
塩
素
系
漂
白
剤
）

　
で
30
分
以
上
殺
菌
す
る 

⑤
他
の
物
と
分
け
て
最
後
に
洗
濯
す
る 

　
現
在
49
人
の
推
進
員
が
、
子
育
て 

広
場
や
健
診
、
転
入
者
へ
の
家
庭
訪

問
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
推
進
員

同
士
と
ふ
れ
あ
え
、
子
ど
も
か
ら
元

気
を
も
ら
う

こ
と
が
多
い

で
す
」
と
話

す
推
進
員
の

み
な
さ
ん
。 

保
護
者
へ
の
声
掛
け
活
動
や
子
育
て

の
悩
み
を
共
感
す
る
こ
と
で
信
頼
関

係
を
築
き
、
地
域
全
体
で
の
子
育
て

を
目
指
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 

受　講　内　容 日 程  
母子保健推進員とは… 
　　　　　丸亀市の子育て情報 1 2月1日貂 

2月8日貂 

2月１６日貉 

2月２４日貅 

2

3

4

虐待の現状と母子保健推進員の 
　　　役割、最近の子育て事情 
 親子のかかわりと子どもの育ち、 
　　　　　　子どもが喜ぶ遊び 
 上手くコミュニケーションを 
　　とる方法、家庭訪問の仕方 

母子保健推進員 
保健師 
西部子ども相談センター 
保健師・栄養士 
臨床心理士 
保育士 
大学教授、保健師 
母子保健推進員 

講　　師 

対象＝市内在住の65歳までの人で、下記の講座を受講する母子
　保健に関する知識と熱意がある人、助産師、保健師、看護師、
　保育士などの資格を持つ人。受講終了が条件 
申し込み＝１月27日貅までに健康課（蘂24-8806） 

◆中小企業融資「設備資金や運転資金など」 
　６か月以上同じ事業を営む 

　①市内に事業所か事務所がある中小企業者 

　②市内に１年以上住所のある個人事業者 

◆小売商業近代化資金特別融資 
　３年以上同一の専門小売業営む事業者 

市が利子や保証料を補給する有利な融資制度 
◆新風融資「新規事業者向け」 
　市内で新規事業を始めようとする人か新規

　開業後１年未満の人。融資限度額500万円

◆団扇工業振興融資 
　６か月以上団扇事業を営む人や協同組合 

平成平成2323年度年度 
母子保健母子保健 
推進員推進員 

平成23年度 
母子保健 
推進員 

募集募集 募集 

会員向けの 
ガーデニング教室 

助成 

助成 

支給 
補助 

補助 

割引 

割引販売 

働くみなさんの暮の暮らしを応援応援する 

中讃勤労者福祉中讃勤労者福祉サービスセンター 
働くみなさんの暮の暮らしを応援応援する 

～健康健康で生き生き過ごすために～ 

中讃勤労者福祉中讃勤労者福祉サービスセンター 
働くみなさんの暮らしを応援する 

～健康で生き生き過ごすために～ 

中讃勤労者福祉サービスセンター 

市
の
市
の 

融
資
制
度

融
資
制
度 

市
の 

融
資
制
度 

中小企業・新規開業者を支援します 
商工観光課 蘂24-8816 
商工会議所 蘂22-2371 
飯綾商工会 蘂98-2236

インフルエンザ 
予防接種 

文化・健康 
カルチャー教室 
受講料 

映画鑑賞券 
各種チケット 
購入 

施設 
小売店など  

日帰り・ 
宿泊旅行 

慶弔共済給付 
見舞金制度  

健康診断 

活動し
ませんか！

わた
したちと一緒に

　
中
讃
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
・
ふ
れ
ん
ど
中
讃
）
は
、

中
小
企
業
で
働
く
み
な
さ
ん
の
毎
日

を
豊
か
で
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う

と
、
丸
亀
市
・
善
通
寺
市
・
関
係
商
工

団
体
が
協
力
し
て
平
成
３
年
10
月
に

設
立
し
た
公
的
な
互
助
団
体
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
個
別
企
業
で
実
施

困
難
な
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

予
防
接
種
の
助
成
、
日
帰
り
・
宿
泊

旅
行
の
補
助
や
文
化
講
座
受
講
料
の

補
助
金
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
多
種
多
様
な
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　
入
会
で
き
る
の
は
、
資
本
金
３
億 

円
以
下
ま
た
は
従
業
員
３
０
０
人
未

満
の
中
小
企
業
、
各
種
団
体
で
働
く

従
業
員
と
事
業
主
、
そ
れ
か
ら
個
人

事
業
主
や
非
正
規
社
員
で
す
。 

　
設
立
当
初
か
ら
入
会
し
て
い
る
市

内
で
印
刷
・
デ
ザ
イ
ン
業
を
営
む
山

本
逸
男
さ
ん
は
「
旅
行
や
健
康
診
断

補
助
な
ど
、
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。
会
員
証
の
提
示
で
割
引
が
受
け

ら
れ
る
お
店
が
ま
す
ま
す
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
近

隣
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
な
ど
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
利
便
性
を
改
善
し
て
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
２

４
―
７
７
０
０
）
か
商
工
観
光
課
（
蘂

２
４
―
８
８
１
６
）。 



ふ 

じ
ゅ 

ふ 

せ 

か
ん 

ぶ
ん 

７０ 

　
88
歳
の
現
在
も
身
の
回
り

の
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
こ

な
し
、
自
宅
の
隣
に
あ
る
会

社
で
働
く
２
人
の
息
子
さ
ん

に
毎
日
昼
食
を
作
る
　
木
さ

ん
。
「
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
食
べ
る
か
ら
、
昔
か
ら
体

が
丈
夫
。
今
ま
で
寝
込
ん
だ 

こ
と
が
な
い
の
が
自
慢
か
な
」

と
、
に
こ
や
か
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

木
ト
シ
子
さん 

（
土
器
町
西
・
８８
歳
） 

　
僕
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
16
人

の
部
員
と
４
人
の
コ
ー
チ
で
、

火
・
金
・
日
曜
の
週
３
回
、
飯

山
南
小
学
校
体
育
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。 

　
「
練
習
は
厳
し
く
、
試
合
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
楽
し
く
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
全
国
大
会
優
勝
を

目
指
し
て
、
み
ん
な
で
努
力
を

重
ね
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分

た
ち
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
残

せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

〈
連
絡
先
〉
久
米
裕
司
（
飯
山

町
・
蘂
9
8
―
6
0
5
5
） 

飯
山
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

今
も
残
る
「
た
る
み
」の
伝
説
伝
説 

今
も
残
る
「
た
る
み
」の
伝
説 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筐 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

垂
水
町
　
秋
山
　
弘
さん 

垂
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
秋
の
例
大
祭
で
行
わ
れ
る
「
湯
立

神
楽
」
が
有
名
な
垂
水
神
社
。
こ
こ

に
、
垂
水
町
の
地
名
の
由
来
と
い
わ

れ
る
「
御
神
木
」
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。 

　
第
12
代
景
行
天
皇
57
年
、
那
賀
郡

三
宅
の
里
（
現
在
の
郡
家
町
）
で
政

を
行
っ
て
い
た
武
貝
児
王
は
、
し
ば

ら
く
続
く
日
照
り
に
悩
ん
で
い
ま
し

た
。 

　
あ
る
干
ば
つ
の
年
、
王
は
南
方
の

松
林
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
大
き
く
、

枝
葉
と
い
う
枝
葉
か
ら
雨
の
よ
う
に

水
が
垂
れ
落
ち
る
３
本
の
松
の
木
を

見
つ
け
ま
し
た
。
王
は
そ
こ
に
二
柱

の
水
神
と
三
柱
の
女
神
を
ま
つ
り
、

「
た
る
み
の
社
」
と
名
付
け
て
雨
乞

い
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
雨
に
恵
ま
れ

豊
作
が
続
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
時
は
流
れ
、
再
び
日
照
り
に
み
ま

わ
れ
た
年
。
弘
法
大
師
が
「
た
る
み

の
社
」
に
立
ち
寄
り
、
日
照
り
に
苦

し
む
村
人
の
た
め
雨
乞
い
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
３
本
の
松
か
ら
再
び
水
が

垂
れ
落
ち
田
畑
を
潤
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
神
社
内
に
残
る
松
の
木
は
、
３
本

の
御
神
木
の
１
本
だ
と
伝
え
ら
れ
、

「
時
雨
松
碑
」
の
標
石
と
共
に
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１０ １１ 

まち・むら・しま笶 

妙法寺蘇鉄図 

田潮神社絵馬 

文政城下図 

横
町
・
京
橋 

　
城
下
町
の
西
に
、
南
北
の
通
り
で

あ
る
冨
屋
町
、
塩
飽
町
、
下
南
条
町

が
あ
っ
た
。
そ
の
３
町
の
北
に
東
西

の
通
り
で
あ
る
横
町
が
あ
っ
た
。
東

端
は
通
町
か
ら
、
西
は
城
下
西
端
の

塩
屋
門
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
塩
屋
村

に
至
っ
た
。
現
在
の
本
町
で
、
明
治

31
年
（
１
８
９
８
年
）
ま
で
横
町
と

い
っ
た
。 

　
正
保
絵
図
に
は
一
帯
が「
古
町
」

と
記
さ
れ
、
生
駒
時
代
に
形
成
さ

れ
、
浜
町
、
通
町
に
隣
接
す
る
商

業
地
と
し
て
発
展
し
た
。
「
西
讃

府
志
」
に
よ
れ
ば
、家
数
１
８
２
、

人
数
５
３
４
、棒
役
73
本
と
あ
る
。 

　
元
禄
城
下
図
に
は
横
町
の
東
端

に
、
「
京
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
た

橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
東
西
12
間

６
尺
の
橋
で
あ
る
。
橋
は
入
り
海

の
南
端
に
架
け
ら
れ
、
通
町
と
結

ば
れ
て
い
た
。
橋
か
ら
南
（
現
在
の

ス
ミ
レ
ヤ
）
を
西
に
入
り
、
北
へ
か

ぎ
型
に
抜
け
る
道
に
囲
ま
れ
た
部
分

に
た
め
池
が
あ
っ
た
。 

　
文
政
城
下
図
で
は
、
た
め
池
が
埋

め
立
て
ら
れ
、
京
橋
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
代
わ
り
に
、
現
在
の
四
国
銀

行
辺
り
に
橋
が
架
け
ら
れ
、
元
の
京

橋
と
区
別
し
て
新
京
橋
と
呼
ば
れ
た
。

明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）
、
新
旧

の
京
橋
の
間
１
町
程
が
埋
め
立
て
ら

れ
、
新
京
橋
も
橋
で
は
な
く
な
っ
た
。

こ
の
工
事
は
、
生
活
に
窮
し
た
旧
家

臣
の
救
済
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
版
籍
奉
還
と

廃
藩
置
県
の
間
の
出
来
事
で
あ
る
。 

　
田
潮
神
社
（
土
器
町
）
に
伝
わ
る

畳
一
枚
ほ
ど
の
絵
馬
に
は
、
明
治
10

年
（
１
８
７
７
年
）
の
横
町
の
大
火

が
描
か
れ
て

い
る
。
火
炎

が
舞
い
上
が

り
、
火
事
の

激
し
さ
を
伝

え
て
い
る
。

京
橋
付
近
か

ら
西
方
50
メ

ー
ト
ル
程
に

及
ん
だ
大
火

で
あ
っ
た
。

絵
馬
は
類
焼

を
免
れ
た
通
町
の
住
民
に
よ
っ
て
奉

納
さ
れ
た
。 

 

冨
屋
町 

　
通
町
と
塩
飽
町
の
間
の
南
北
の
通

り
に
沿
っ
た
町
が
冨
屋
町
で
あ
る
。 

　
正
保
城
下
図
に
は
「
新
町
」
と
記

さ
れ
、
町
全
体
は
山
崎
時
代
に
形
成

さ
れ
た
。
通
町
に
隣
接
す
る
商
業
地

と
し
て
発
展
し
、
「
西
讃
府
志
」
に

よ
れ
ば
、
家
数
１
３
８
、
人
数
４
０

５
、
棒
役
26
本
８
歩
と
あ
る
。 

　
生
駒
氏
の
築
城
時
、
こ
の
地
の
一

角
に
武
器
庫
が
建
て
ら
れ
、
武
具
な

ど
を
製
作
す
る
鍛
冶
職
が
住
み
、
そ

の
守
り
神
と
し
て
、
慶
長
年
間
に
田

村
か
ら
稲
荷
大
明
神
が
移
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
兵
庫
町
と
い

っ
た
が
、
京
極
時
代
に
入
っ
て
、
２

代
高
豊
の
子
の
名
「
兵
庫
」
を
は
ば

か
っ
て
、
元
禄
４
年
（
１
６
９
１
年
）

に
冨
屋
町
と
改
名
し
た
。 

　
冨
屋
町
の
南
端
近
く
の
三
差
路
に
、

「
蕪
村
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
妙
法

寺
が
あ
る
。
同
寺
は
、
元
豊
田
郡
坂

本
郷
（
現
在
の
観
音
寺
市
）
に
あ
っ

た
が
、
生
駒
氏
に
よ
っ
て
慶
長
年
間

に
丸
亀
に
移
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に

御
禁
制
と
な
っ
た
日
蓮
宗
不
受
不
施

派
で
あ
っ
た
た
め
、
寛
文
９
年
（
１

６
６
９
年
）
天
台
宗
に
改
宗
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
和
年
間
（
１

７
６
４
〜
７
２
年
）
、
当
寺
の
真
観

と
親
交
の
あ
っ
た
与
謝
蕪
村
が
滞
在

し
、
そ
の
際

に
ふ
す
ま
絵

を
残
し
た
。

「
紙
本
墨
画

蘇
鉄
図
」（
四

曲
屏
風
一
双
）

な
ど
６
点
の

国
指
定
文
化

財
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

【
郷
土
史
家 

　
濱
近
仁
史
】 

垂水神社の御神木 

ゆ 
た
て 

か 

ぐ
ら 

け
い 

こ
う 

ま
つ
り
ご
と 

た
け 

か
い 

ひ
ょ
う 

せ
き 

こ
の 

き
み 

せ
い 

ふ 

し 

さ
ん 

ぼ
う 

や
く 

そ 

ぶ 

び
ょ
う 

て
つ 

横　　　町　　　筋横　　　町　　　筋 

京橋京橋 

ため池だった部分部分 

新京橋新京橋 

横　　　町　　　筋 

京橋 

ため池だった部分 

新京橋 



12.13

丸亀城などを大掃除 
「正月事始め」 
　新年を迎えるために1年の汚れ
を取る「正月事始め」が丸亀城や
JR丸亀駅構内で行われました。こ
れは、すす払いをしたり門松や松飾
りの材料を山に採りに行ったりした
昔の習わしを、市観光協会が平成
18年から実施しているもの。雨が
降る中、市観光協会の職員らが約
3～7襷のササぼうきで天守など
のすすを取り払い、気持ちよく正月
を迎える準備をしました。 

蜻
丸
亀
城
の
す
す
を
払
う
市
観
光
協
会
職
員
ら 

蜷
点
灯
し
た
う
ち
わ
ツ
リ
ー
の
前
で
合
唱 

11.19
～�

　12.
25

ぼんぼり片手にぶらり 旧金毘羅街道 
　旧金毘羅街道のにぎわいを復活させようと「まるがめ
元気会」が、太助灯籠から中府大鳥居を通ってＪＲ丸亀
駅に帰る約4襭のコースで、ぼんぼりウオークを開きま
した。出発前に、月菜汁の接待や火に感謝するバレエが
披露され、参加者の体も心もほっかほか。灯籠や丁石、
道標が今も残る旧街道をぼんぼりを持って往時に思いを
はせながら歩きました。 

蜷
太
助
灯
籠
か
ら
中
府
大
鳥
居
へ
出
発 

12.5

11.14

11.19

ゆかりの塩屋別院で第九 
　市民合唱団と瀬戸フィルハーモニー交響楽団有
志によるベートーベン作曲の「第九」プレコンサ
ートが、本願寺塩屋別院で開かれました。1918
年に板東俘虜収容所（鳴門市）で「第九」を初演
奏したドイツ兵士は、板東に移る前に収容されて
いた同院で音楽活動をしていました。参加者は、
本堂に響く音色に耳を傾けていました。 

蜻
愉
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
手
拍
子 

蜻
仲
間
が
見
守
る
な
か
真
剣
に
プ
レ
ー 

うちわとXマスの 
コラボレーション 
　クリスマスシーズンの到来を
告げる「第10回うちわクリス
マスツリー」が、JR丸亀駅構内に
設置されました。高さ4襷のツリ
ーに、西幼稚園児30人が「おか
しやさんになりたい」「じてん車
をがんばる」などの、願い事を
書いたうちわを飾り付け。「赤鼻
のトナカイ」などクリスマスソ
ングを元気よく歌い、一足早い
クリスマスを祝いました。 

はつらつ元気に 
老人スポーツ大会 
　高齢者同士の交流
や健康作りを応援し
ようと「第35回老人
スポーツ大会」が、市
民体育館で開かれま
した。約900人の参
加者の中で、初出場という筒井桂子さん（広島町）は、「家でいるよりも笑い
合える友達がいるから楽しい」と、張り切って競技に挑戦。会場は、輪投げ
や玉入れなどで声援と拍手が広がり、和やかな雰囲気に包まれました。 

こん ぴ 

ふ りょ 

ら 

とう ろう 

どう ひょう 

ちょう せき 

パブリックコメント（意見募集） 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

4 火 

8 土 

111

17

22

月 

土 

29土 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健康課 

 
生活課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 
人権相談 
定例農家相談 
サポステ出張職業相談 

福祉課 
人権課 
農業委員会 
商工観光課 

蘂24-8805 
蘂24-8811 
蘂24-8826 
蘂24-8816

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

法律相談 
年金・労働相談 
司法書士相談 

 
社会福祉協議会 

 
蘂22-5700

 
蘂24-8809

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・児童課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・社会福祉協議会 蘂22-5700

月 月 月 

１２ １３ 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

20木 

サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後5時  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

27木 

行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
0歳児の広場●綾 　午前10時～11時半 21金 

25 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 

行政相談　■市・■飯 　午前10時～午後3時 

火 

26 0歳児の広場　●飯 　午前10時～11時半 水 

28金 

31 0歳児の広場（7か月以降）●ひ 　午前10時～11時半 月 

□内 　岸本医院 蘂22-5629 
□内 　小林医院 蘂86-3038 
□外 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700 
□歯 　西川歯科医院（多度津町）蘂33-3601 午前9時～正午 

23日 

18 年金・労働相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

24 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半  
栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時 
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

月 

19 法律相談●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 水 

■市 

■飯 

栗熊 ◯コ 

■市 

栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

時　　間 相談場所 

2 日 
□内 　丸亀おのクリニック 蘂22-3902  
□外 　広瀬医院 蘂23-1641  
□外 　しげのぶ医院 蘂86-6355 

9 日 

□内 　石田医院 蘂22-4857  
□内 　宮井内科医院 蘂98-7007  
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010  
□歯 　山本歯科医院（多度津町）蘂32-2255 午前9時～正午 

11火 
法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
0歳児の広場（6か月まで）　●ひ 　午前10時～11時半  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806）  
献血　■市 　午前9時半～4時半 

□内 　須　内科医院 蘂23-1030  
□外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-28281 土 

□内 　丸亀林病院 蘂22-8181  
□整 　中山病院 蘂23-02313 月 

□内 　篠原記念病院 蘂23-2205  
□外 　香川クリニック 蘂22-231110月 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 12水 

障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
すこやか（肩こり）体操教室　●ひ 　午前10時～11時半 5 水 

定例農家相談■飯 　午前9時～正午  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

6

7

木 

定例農家相談　■市・栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 金 

13
法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

木 

14金 

□内 　大西内科循環器科医院 蘂98-2455 
□循 　中山クリニック 蘂24-3000 
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100 
□歯 　島田歯科診療所（多度津町）蘂32-2772 午前9時～正午 
子育て一日相談 垂水 ◯コ 蘂28-5520  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

16日 

15土 
□内 　須　内科医院 蘂23-1030  
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233  
□歯 　眞室歯科医院（まんのう町）蘂79-1418 午前9時～正午 
子育て一日相談 富熊 ◯コ 蘂86-5224  
日曜がん検診　●ひ 　午前9時～11時 

30日 

都市計画課 蘂24-8843

　平成8年策定の「緑の基本計画」を見直し、新丸亀市全域を対象
とした同計画の素案について意見を募集します。素案は、市役所、
市民総合センター、コミュニティセンターなどに設置します。 
●意見の提出方法 
　必要事項を記入し、市都市計画課へ郵送
（〒763-8501市都市計画課）、ファクス
（薨24-8866）、メール（toshikei-k@city. 
marugame.lg.jp）、直接持参などで、1
月4日貂から2月3日貅までに提出（必着） 
　詳しくは、ホームページか都市計画課。 

ま 
の ア ル ム バ 

ち 

even
t & topics



＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  135件 

死　者  0人 

負傷者  169人 

人　口 110,791人（－14） 
　男　  53,601人（－20） 
　女　  57,190人（＋ 6） 
世帯数　43,046世帯（＋19） （納期は1月10日～1月31日） 

市県民税/4期分 
介護保険料/6期分 

国民健康保険税/6期分 
後期高齢者医療保険料/7期分 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

1月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 動  388件 

火災の発生  4件 

 

１４ １５ 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  
■内内容 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 

市の動き（12月1日現在）前月比 交通事故（11月） 救急・火災件数（11月） 

高松こどもの本の会庄野昭子
代表を講師に迎え、読み聞か
せのコツなどを講習 

絵本の読み聞かせ講座 
（定員20人） 

市長杯争奪BOAT RACEまるがめ大賞《ナイター》 

 1/1豢 2豸 3豺 4貂 5貉（12/31貊～） 
第39回松竹杯競走（鳴門）《場外発売》 

 1豢 2豸 3豺 4貂 5貉（12/31貊～） 
ボートピア朝倉開設18周年記念《ナイター》 

 9豸10豢11貂12貉13貅14貊  
オール女子戦（尼崎）《場外発売》 

 9豸10豢  
ＧⅠ尼崎58周年《場外発売》 

 12貉13貅14貊15貍16豸17豺  

市議会議長杯争奪男女Ｗ優勝戦《ナイター》 

 18貂19貉 20貅 21貊 22貍 23豸  
ＧⅠ徳山57周年《場外発売》 

 18貂19貉 20貅 21貊 22貍 23豸  
ＧⅠ第25回新鋭王座決定戦（宮島）《場外発売》 

 25貂 26貉 27貅 28貊 29貍 30豸  
オール女子戦（三国）《場外発売》 

 25貂 26貉 27貅  
スポーツニッポンカップ《ナイター》 

 28貊 29貍 30豸 31豺（～2/2貉） 

図書館から募集のお知らせ 
図書館ボランティア募集 

日　時＝午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館屋外民具展示室 
《お知らせ》工事のため資料館屋内は、 
　　　　　しばらく休館します。 

民具展示室「昔の道具展」 

蘂22-5366資料館だより 

　生涯学習センターへ行こう 
●餅つき大会 
■時1月8日貍午前10時～11時 
■所同センター玄関前 
■定100人 
■申同センター 蘂23-1091 
●和だこづくり 
■時1月23日豸午前10時～正午 
■所同センター5階音楽室 
■対小中学生 
■内京極だるま会の指導で和凧を作る 
■定20人 
■料500円 
■申同センター 蘂23-1091 

　東小川児童センターから 
●図書館うさぎがやってくる 
■時1月12日貉午前10時～11時 
■対幼児と保護者 
●コースターを作ろう 
■時1月22日貍午後1時半～3時 
■対小学生 
■内ジュニアリーダーのお兄さんやお 
　姉さんと木工遊び 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■申同センター 蘂56-8778 

　児童館に行こう 
●百人一首かるたあそび 
■時1月15日貍午後2時～3時 
■所児童館 
■対幼児～中学生 
■定20人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●おにさんの豆いれを作ろう 
■時1月29日貍、30日豸午前10時半
　～11時半 
■対幼児、小学生 

■定両日で20人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 

　図書館から 
●豪華本展 
　地下書庫にある貴重な資料を展示。 
■時1月25日貂～2月27日豸 
■所中央図書館 
●おはなし会 
飯山図書館＝1月15日貍午後2時 
中央図書館＝1月22日貍午後1時半 
●子ども日曜ＴＶシアター 
■時1月16日豸午後１時半 
■所中央図書館 
●つくってあそぼうたこづくり 
■時1月8日貍午後１時半 
■所中央図書館おはなしの部屋 
■対幼児・小学生 
■定20人 
■内軽くてよく飛ぶ凧を折り紙で作る 
■問中央図書館 蘂22-3746 

　国民年金・国民年金基金無料相談会 
■時2月1日貂午前10時～午後4時 
■所市役所本館1階相談室 
■問香川県国民年金基金 薔0120-65- 
　4192 
 
 

　指名願いの受け付け 
　平成23･24年度の建設工事、コン
サルタント業務、物品・役務提供の
入札参加の指名願いを受け付けます。 
■時1月11日貂～21日貊（土・日曜を
　除く）午前9時半～11時、午後１
　時～3時半（郵送の場合、期間内
　に必着） 
■所市役所別館5階第1会議室 
■他市ホームページ「入札・契約」か

　らダウンロードするか財政課に置
　く「入札参加資格審査申請要領」
　が必要 
■問財政課 蘂24-8944 

　1月31日までに 
　償却資産の申告を 
　１月１日現在、市内に事業用償却
資産（①構築物②機械および装置③
船舶④車両および運搬具⑤工具・器
具および備品）を所有している人は、
１月31日豺までに税務課へ償却資産
申告書を提出してください。 
　昨年まで申告していた人や、昨年
中に新たに事業を始めた人には申告
書を送付していますが、申告書が届
いていない人は、税務課へ。 
■問税務課 蘂24-8859 

　第57回文化財防火デー 
　貴重な文化財を火災から守るため、
防火演習を行います。 
■時1月21日貊午前9時～10時 
■所丸亀城本丸 
■問文化課 蘂24-8822 

　3月まで延長 
　介護予防のための体操教室 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■問地域包括支援センター 蘂98-7955

　2月に市営住宅入居者を募集 
　2月1日貂から7日豺（土・日曜
を除く）まで、市営住宅の入居者を
募集します。詳しくは、広報2月号
に掲載します。 
●中堅所得者向け住宅 
　富士見団地の一部と平山ハイツは、
随時募集しています。家賃は5万～
6万5千円。広さ70～84㎡。 
■問住宅課 蘂24-8814 

　広報丸亀を配布しませんか 
　小学校区を単位
として、広報丸亀
と議会だよりを配
布してくれる団体
を募集します。 
■対ＮＰＯ法人など
　の市民団体 
《委託条件》 
①小学校区単位で全世帯配布（複数
　校区可） 
②広報丸亀（年12回）と議会だより
　（年5回）を配布 
③月末5日間で配布 
④配布に関する問い合わせの受け付け 
⑤島しょ部を除く 
■申1月17日豺までに秘書広報課 蘂
　24-8800 

　バードウオッチング参加者 
■時2月5日貍午前9時～11時半 
■所宮池（土器町） 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■他小学生以下の児童は保護者同伴で 
■申2月2日貉までに環境課 蘂24-8836 

　若返り筋トレ教室第3期生 
■時3月1日から（週2回各自で選択） 
■所ひまわりセンター 
■対40歳以上で、週2回参加できる人 
■内筋力トレーニング、自転車での有 
　酸素運動など 
■定30人（申込順） 
■料月1250円、歩数計5000円 
■他診断書料が必要な場合あり 
■申1月11日貂～18日貂に健康課 蘂
　24-8806 

　健康課の講座 
●病態別栄養教室 
　コレステロールや中性脂肪が気に
なる人向けの講話と調理実習 
■時1月27日貅午前9時半～午後1時 
■所ひまわりセンター 
■定30人（申込順） 
■料300円 
■他米半合、エプロンなど持参 
■申1月6日貅から20日貅までに健康 
　課 蘂24-8806 
●熟年からはじめる料理教室（基礎編） 
■時1月17日豺、2月21日豺、3月22
　日貂午前10時～午後1時半（3回
　講座） 
■所綾歌保健福祉センター 
■対50歳以上の男性で、これまで同講
　座を受講したことがない人 
■定28人（申込順） 
■料一回300円 

■他米半合、エプロンなど持参 
■申1月4日貂から11日貂までに健康
　課 蘂24-8806 

　子宮頸がん予防講座 
　 
 
 
 
 
 
 
 
■対小学6年生、中学生、高校1年生
　の女子を持つ保護者など 
■内子宮頸がんの予防やワクチン接種 
　などについての講話 
■他申し込み不要 
■問健康課 蘂24-8806 

丸亀城桜まつり市民協賛ぼんぼり 
　4月1日～14日に開かれる丸亀城
桜まつりに、あなたの名前入りぼん
ぼりをともしてみませんか。 
協賛金＝ぼんぼり1個につき2000円 
■申2月14日豺までに市観光協会 蘂
　24-8816 
 
　　 

　飯山総合学習センターから 
●ひな人形を貸してください 
　3月5日貍の「ふれあいひなまつ
り」にあわせて、2月24日貅～3月
6日豸に展示します。ご家庭で眠っ
ているひな人形をお貸しください。 
■問同センター 蘂98-3319 
●壁面ギャラリーの利用者募集 
　自主的な生涯学習活動の成果を同
センターの壁面に展示しませんか。 
■問同センター 蘂98-3319

たこ 

2月5日貍 
午後1時半～3時 

生涯学習教育研究センター清
國祐二所長を講師に迎え、ボラ
ンティア活動の実例などを講習 

ボランティアにかかわらず、応募できます。 
受講申込書は、中央図書館にあります。 

ボランティアとは？講
座（定員20人） 

2月10日貅 
午後1時半～3時 

 
図書館職員が実例を元に講習 

本の修理・コーティング
講座（定員20人） 

2月17日貅 
午後1時半～3時 

　ボランティアとして図書館で活動してくれる人
を募集します。 
活動内容　書架整理、図書修理、行事への出席、
　ブックスタート事業、環
　境美化など 
活 動 費　無報酬、市がボ
　ランティア保険に加入 
　応募用紙は、各図書館に
あります。 

図書館ボランティア養成講座受講生募集 

中央図書館 蘂22-3746

募 集  

催 し  
お 知らせ 

日　時 場　　所 

飯山総合保健福祉センター 1月22日貍 
午前10時半～正午 

栗熊コミュニティセンター 1月22日貍 
午後1時半～3時 

ひまわりセンター 1月23日豸 
午前10時半～正午 

ひまわりセンター 1月23日豸 
午後1時半～3時 

日　時 場　　所 

ニチイケアセンター丸亀 

城西コミュニティセンター 

珠光園うらら 

すこやか苑 

ケアハウス垂水 

岡田コミュニティセンター 

飯山総合運動公園体育館 

飯山南コミュニティセンター 

第2日曜 
午後2時～4時 
第3日曜 
午後1時～3時 
第3金曜 
午前10時～正午 
第1火曜 
午前10時～正午 
第2水曜 
午後2時～4時 
第3水曜 
午前9時半～11時半 
第3火曜 
午前9時半～11時半 
第2日曜 
午後1時～3時 



通
町
商
店
街
か
ら 

●
第
７８
回
み
た
か
ら
市 

■時
１
月
２２
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時
（
午
後
1
時
〜
3
時
迯
子
ど
も

　
手
作
り
遊
び
教
室
、
無
料
） 

■所
同
商
店
街 

●
第
２５
回
通
町
秋
寅
寄
席 

■時
１
月
２８
日
貊
午
後
７
時 

■所
同
商
店
街｢

秋
寅
の
館｣ 

■料
1
0
0
0
円 

■問
同
商
店
街
・
三
野
さ
ん
（
蘂
2
2 

　
―
4
8
2
1
） 

 

平
成
２２
年
度 

｢

新
春
年
賀
版
画
・
絵
手
紙｣

展 

■時
１
月
１５
日
貍
〜
２１
日
貊
午
前
１０
時

　
〜
午
後
6
時
（
入
館
は
午
後
5
時

　
半
、
２１
日
は
午
後
4
時
ま
で
） 

■所
猪
熊
美
術
館
２
階
造
形
ス
タ
ジ
オ 

■内
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
の
作
品

　
展
示 

■料
無
料 

■問
同
美
術
館（
蘂
2
4
―
7
7
5
5
） 

   

口
腔
が
ん
の
講
演
会
と
検
診 

■時
１
月
２３
日
豸
午
後
１
時
〜
3
時 

■所
県
歯
科
医
療
専
門
学
校（
高
松
市
） 

■定
８０
人
（
申
込
順
） 

■内
香
川
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科 

　
学
講
座
・
松
井
義
郎
教
授
に
よ
る 

　
講
演
「
口
腔
が
ん
の
正
し
い
知
識

　
を
身
に
つ
け
よ
う
」
と
専
門
医
に

　
よ
る
検
診 

■申
１
月
１４
日
貊
ま
で
に
、
譖
県
歯
科

　
医
師
会
事
務
局
（
蘂
0
8
7
―
8 

　
5
1
―
4
9
6
5
） 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者 

■時
１
月
２３
日
豸
午
前
6
時
半
、
市
民

　
会
館
前
集
合 

■所
南
嶺
と
日
曜
市（
高
知
県
高
知
市
） 

■料
4
7
0
0
円 

■申
１
月
１９
日
貉
ま
で
に
、
し
わ
く
ハ

　
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
秋
山
さ
ん
（
蘂

　
2
2
―
2
9
6
8
） 

 

エ
コ
丸
工
房
へ
行
こ
う 

《
一
般
・
親
子
向
け
講
座
》 

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験 

■時
１
月
１５
日
貍
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■定
5
人 

●
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験 

■時
１
月
１６
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■定
2
人 

●
木
工
講
座
・
お
ひ
な
さ
ま
組
み
木 

■時
１
月
１６
日
豸
午
前
9
時
半
〜
１１
時

　
半 

■定
１０
人 

《
赤
ち
ゃ
ん
の
ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り
》 

■時
１
月
１６
日
豸
、
２３
日
豸（
要
予
約
） 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
エ
コ
丸
工
房 

■対
足
の
サ
イ
ズ
が
１２
詢
以
下
の
赤
ち

　
ゃ
ん 

■料
8
0
0
0
円
（
桐
箱
、名
札
付
き
） 

■申
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
（
蘂
5
6
― 

　
1
1
4
4
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
1
月
9
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役

　
所
前
集
合 

■所
金
刀
比
羅
宮
（
琴
平
町
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下
さ

　
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

子
育
て
支
援
講
演
会 

■時
１
月
３０
日
豸
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■定
4
0
0
人 

講
師
＝
辻
井
い
つ
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ 

 

　
ス
ト
・
辻
井
伸
行
さ
ん
の
母
） 

■料
無
料
（
整
理
券
が
必
要
） 

■申
福
祉
事
業
団
（
蘂
2
3
―
1
0
9
 

　
1
） 

 

犬
の
し
つ
け
教
室 

■時
1
月
２３
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
県
中
讃
保
健
所 

■定
３０
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

■内
犬
の
健
康
管
理
、
基
本
的
な
接
し

　
方
、
し
つ
け
の
実
演
な
ど 

■料
無
料 

■他
ペ
ッ
ト
同
伴
不
可 

■申
１
月
4
日
貂
〜
１４
日
貊
ま
で
に
、 

　
同
事
務
所
衛
生
課
（
蘂
2
4
―
9
 

　
9
6
4
） 

 

う
た
ご
え
喫
茶 

■時
2
月
5
日
貍
午
後
1
時
半
〜
3
時

　
半 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■定
６０
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
） 

■申
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8
 

　
0
0
） 

 

太
極
拳
教
室
受
講
生 

■時
1
月
１４
日
か
ら
2
月
２５
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
市
民
会
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

第
4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士 

養
成
課
程
講
習
会 

■時
2
月
１３
日
豸
、
２０
日
豸
午
前
9
時

　
〜
午
後
5
時 

■所
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■定
３６
人
（
申
込
順
） 

■料
2
万
2
7
5
0
円 

■申
2
月
7
日
豺
正
午
ま
で
に
、
〒
7 

　
6
3
―
0
0
4
3
丸
亀
市
通
町
４５

　
の
窪
田
誠
一
さ
ん（
郵
送
か
持
参
） 

■問
窪
田
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
5
7
 

　
8
―
6
2
3
4
） 

 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

蘂23-4141 
（火曜日休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜日休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

1月29日貍午後1時半開演 
●入場料＝2500円ほか 
　　　　　　　（全席自由席） 

出演＝片山九郎 
　右衛門、広谷 
　和夫ほか 
演目＝船弁慶 

3月19日貍午後2時・午後6時 
●入場料＝Ｓ席7000円、 
　Ａ席4000円、Ｂ席3000円 
　　　　　　　　（全席指定席） 

オレンジレンジ 
ライブツアー 

能鑑賞教室 
好　評 
発売中 

好　評 
発売中 

好　評 
発売中 

2月6日豸午後6時開演 
●入場料＝5500円（全席指定席） 

小林幸子コンサート 

１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■他
そ
の
他 

■問
問
い
合
わ
せ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［科学］ 

Faraday Cage， 2010 
狡Hiroshi Sugimoto／Courtesy of Gallery Koyanagi

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

平成23年2月20日豸まで 

1月8日貍は、譖香川県資源研究所 
の協賛により観覧無料 

こ
う 

く
う 

き
り 

新
卒
者
就
職
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
卒
業
後
3
年

以
内
の
人
を
対
象
に
就
職
支
援
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。 

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
（
蘂
2
1
―

　
8
6
0
9
） 

 

高
松
坂
出
有
料
道
路
の
無
料
開
放
と 

未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻
し 

　
3
月
２７
日
か
ら
、
同
道
路
を
無
料

開
放
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
未
使
用
回

数
券
の
払
い
戻
し
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

■時
1
月
5
日
貉
〜
3
月
２６
日
貍 

■所
有
料
道
路
管
理
事
務
所
（
料
金
所

　
横
）
 

■時
1
月
5
日
貉
〜
6
月
３０
日
貅
 

■所
県
道
路
公
社
本
社
事
務
所
（
高
松

　
市
） 

■他
未
使
用
回
数
券
、
印
鑑
、
回
数
券 

　
払
い
戻
し
申
請
書
を
持
参 

■問
県
道
路
公
社
（
蘂
0
8
7
―
8
3 

　
4
―
2
3
2
4
） 

 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
金
相
談 

　
税
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー｣
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■問
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/t 

　a
xa
n
s
w
e
r

）
か
丸
亀
税
務
署
（
蘂

　
2
3
―
2
2
2
1
） 

 

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

　
応
募
書
類
の 

書
き
方
や
面
接 

の
受
け
方
な
ど 

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を 

学
び
ま
せ
ん
か
。 

■時
①
1
月
１５
日
貍
〜
１６
日
豸
、
②
２２ 

　
日
貍
〜
２３
日
豸
い
ず
れ
も
午
前
9

　
時
半
〜
午
後
4
時
１５
分 

■所
①
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
（
高
松
市
） 

　
②
市
民
会
館 

■対
県
内
在
住
か
県
内
の
事
務
所
に
就

　
職
を
希
望
す
る
人 

■定
各
４０
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

■申
①
１
月
１４
日
貊
ま
で
②
２１
日
貊
ま

　
で
に
、
県
労
働
政
策
課
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
3
3
6
8
） 

 

ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

割
引
制
度
導
入 

　
研
修
室
な
ど
を
、
平
日
週
1
回
以

上
・
3
か
月
以
上
利
用
す
る
と
、
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

■問
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8
 

 
0
0
） 

   

平
成
２３
年
度
善
通
寺
看
護
学
生 

試
験
日
＝
1
月

　
２７
日
貅 

■対
高
校
を
卒
業

　
し
た
人
（
見

　
込
み
を
含
む
） 

受
付
期
間
＝
1
月
4
日
貂
〜
１８
日
貂 

■問
善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看
護
学 

　
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

平
成
２３
年
度
学
生 

試
験
日
＝
2
月
3
日
貅 

■対
高
校
を
卒
業
し
た
人
（
見
込
み
を

　
含
む
） 

■定
生
産
技
術
科
２０
人
、
電
子
情
報
技

　
術
科
３０
人
、
住
居
環
境
科
２０
人 

受
付
期
間
＝
1
月
１７
日
豺
〜
２８
日
貊 

■問
同
校
学
務
課
（
蘂
2
4
―
6
2
5
 

　
5
） 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
１
月
２２
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■内
高
松
平
和
病
院
・
真
鍋
等
副
院
長

　
に
よ
る
講
演
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
と

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」 

■料
無
料 

■他
講
演
終
了

　
後
、
療
養

　
相
談
可 

■問
Ｒ
Ａ
ほ
の

　
ぼ
の
会
・

　
松
田
さ
ん

　（
蘂
2
2
―
2
5
8
2
） 

 

高
齢
者
や
障
害
者
の 

あ
ん
し
ん
相
談
会 

■時
１
月
１５
日

　
貍
午
後
１

　
時
半
〜
4

　
時
半 

■所
高
松
テ
ル

　
サ
（
高
松

　
市
）
、
ひ

　
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■内
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

　
保
健
福
祉
士
、
社
協
専
門
員
に
よ

　
る
福
祉
や
成
年
後
見
な
ど
の
相
談 

■料
無
料 

■問
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
蘂
0
8
7 

　
―
8
6
1
―
8
8
8
3
）
 

 

こ 

と 

ひ 

ら 

ぐ
う 

《市民会館》 《市民会館》 

《アイレックス》 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500



私たちは保険の専門家!
保険のことで悩んでいたら私たちに一度ご相談ください！ 

【募集代理店】有限会社 三豊給食センター　香川県三豊市詫間町詫間32

TEL.0877-85-6320
善通寺店：天満屋ハピータウン善通寺店内 

私たちはたくさんの保険会社の中から中立な立場で 
お客様に合った保険を一緒に考えます。 

善通寺店・兵庫町店・屋島店 

●E-mail mitsubachi-zentuuji@dtn.ne.jp
●年中無休 ●営業時間/10：00～20：00

みつばち善通寺 

お気軽にお問い合わせください 

保険の 
無料相談 
受付中！ 

健
康
じ
ゅ
く
！ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

蘂
9
8
―
7
9
5
5

今月のテーマ 

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　1月1日～4日、10日、24日、31日 
●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1月1日～4日、10日、17日、24日、31日 
●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1月1日～4日、10日、17日、31日 

1月の休館日 

『貝あわせ』 
　白畑　よし 著（フジアート出版） 

『きなこ日和』 
　丸亀警察犬訓練所 監修（双葉社） 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

　転んだってかまわな
い。一緒に前へ進もう―
―。警察犬試験６年連続
不合格、そのおちゃめな
キャラクターで人気の
「ズッコケ見習い警察
犬・きな子」と担当訓練
士の奮闘記。涙と笑いのノンフィク
ション・フォトブック。 

　平安朝では、四
季折々の景色を楽
しみ、寒い冬の間
は貝あわせ遊びな
どで春の訪れを待
っていました。左

右一対だけがぴたりと合うハマグリ
に、源氏物語などの物語絵が描かれ
た貝あわせの写真集。 

『とこやにいったライオン』 
　　　おくはらゆめ 絵（教育画劇） 
 　たてがみがボサボ

サになったライオン
が、カエルの床屋さ
んに行きました。し
かし、もっさもさの

　　　　　たてがみを切るのは時間
　　がかかります。その間、つい眠
ってしまったライオンは一体どんな
姿になるのでしょうか。 

◎
増
え
続
け
る
高
齢
者
虐
待 

　
県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
、
職
員
が
入
所
者
に
食
事
を
与

え
な
い
な
ど
の
虐
待
を
行
っ
た
と

い
う
事
件
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

　
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
平

成
21
年
度
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
対
応
状
況
調

査
」
で
は
、
養
介
護
施
設
従
事
者

に
よ
る
虐
待
件
数
は
76
件
で
、
20 

年
度
の
70
件
か
ら
６
件
増
加
し
て

い
ま
す
。 

　
家
族
や
親
族
な
ど
の
養
護
者
に

よ
る
虐
待
件
数
は
１
万
５
６
１
５

件
で
、
前
年
度
の
１
万
４
８
８
９

件
を
７
２
６
件
上
回
り
、
調
査
を

始
め
た
18
年
度
以
降
最
多
と
な
り

ま
し
た
。 

　
そ
の
う
ち
約
９
割
が
、
同
居
し

て
い
る
家
族
か
ら
の
虐
待
で
し
た
。 

◎
虐
待
と
は 

　
高
齢
者
虐
待
は
、
暴
力
的
な
行

為（
身
体
的
虐
待
）だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。暴
言
や
無
視
、い
や
が
ら

せ（
心
理
的
虐
待
）、
必
要
な
世
話

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な

い（
介
護
・
世
話
の
放
棄
）、性
的
な

い
や
が
ら
せ（
性
的
虐
待
）、
勝
手

に
高
齢
者
の
資
産
を
使
う
（
経
済

的
虐
待
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

◎
虐
待
の
背
景 

　
家
庭
内
の
虐
待
に
は
、
養
護
者

が
虐
待
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が

無
い
場
合
も
多
く
、
良
か
れ
と
思

っ
て
し
た
こ
と
や
、
さ
さ
い
な
こ

と
が
積
み
重
な
っ
て
、
高
齢
者
に

負
担
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
養
護
者
側
だ
け
の
問
題

で
な
く
、
高
齢
者
に
認
知
症
が
見

ら
れ
る
場
合
、
被
害
妄
想
な
ど
の

周
辺
症
状
の
た
め
に
介
護
負
担
が

影
響
す
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、社
会

福
祉
士
が
医
療
、福
祉
、介
護
の
面

か
ら
適
切
な
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。 

　
困
っ
た
と
き
は

ま
ず
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

 

み
ん
な
と
楽
し
く
県
民
ウ
オ
ー
ク 

■時
2
月
5
日
貍
午
前
9
時 

■所
県
立
丸
亀
競
技
場 

コ
ー
ス
＝
２０
誅
、
１０
誅
、
8
誅 

■料
5
0
0
円（
記
念
品
、保
険
料
含
む
） 

■他
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど
持
参

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴 

■申
1
月
２１
日
貊
ま
で
に
、
県
ウ
オ
ー

　
キ
ン
グ
協
会
（
蘂
0
8
7
―
8
1
 

　
3
―
2
8
3
3
） 

 

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
か
ら 

●
バ
ラ
の
冬
期
せ
ん
定
講
習
会 

■時
1
月
２３
日
豸
午
前
9
時
半
〜
正
午

　
（
午
前
の
会
）
、
午
後
1
時
半
〜

　
4
時
（
午
後
の
会
） 

■所
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所
（
坂
出

　
市
の
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
） 

■定
各
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

締
め
切
り
＝
1
月
１３
日
貅 

●
第
6
回
松
の
冬
期
せ
ん
定
講
習
会 

■時
2
月
１３
日
豸
午
前
9
時
半
〜
正
午

　
（
午
前
の
会
）
、
午
後
1
時
半
〜

　
4
時
（
午
後
の
会
） 

■所
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所
（
坂
出

　
市
の
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
） 

■定
各
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

受
付
期
間
＝
1
月
１４
日
貊
〜
2
月
7

　
日
豺 

■申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

　
話
、
午
前
か
午
後
を
明
記
し
、
郵

　
送
か（
薨
4
3
―
5
2
1
3
）、
Ｅ 

　
メ
ー
ル
で
同
管
理
事
務
所 

■問
同
管
理
事
務
所
（
蘂
4
5
―
6
8

　
2
0
） 

 

土
器
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー 

任
期
＝
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
 

■対
土
器
川
の
近
隣
に
住
み
、河
川
愛
護

　
に
関
心
が
あ
り
、モ
ニ
タ
ー
活
動
を

　
積
極
的
に
行
え
る
２０
歳
以
上
の
人 

■定
5
人
程
度 

■問
1
月
３１
日
豺
ま
で
に
、
市
建
設
課

　
（
蘂
2
4
―
8
8
1
3
）
か
香
川

　
河
川
国
道
事
務
所
土
器
川
出
張
所 

　
（
蘂
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

平
成
２３
年
度
放
送
大
学
4
月
入
学
生 

　
同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
大

学
で
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

■他
資
料
請
求
は
無
料 

■申
2
月
２８
日
豺
ま
で
に
、同
大
学（
蘂

　
0
4
3
―
2
7
6
―
5
1
1
1
） 

■問
同
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
（
蘂

　
0
8
7
―
8
3
7
―
9
8
7
7
） 

 

混
声
合
唱
団
「
響
」 

■時
毎
週
土
曜
・
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■問
斎
藤
さ
ん
（
蘂
0
8
7
―
8
7
4 

　
―
6
2
2
8
） 

 

楽
し
く
い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か 

《
健
康
の
ん
び
り
体
操
教
室
》 

■時
１
月
１２
日
か
ら
３
月
１６
日
ま
で
の 

　
毎
週
水
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

《
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
》 

■時
1
月
7
日
か
ら
3
月
１８
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

《
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
》 

■時
1
月
7
日
か
ら
3
月
２５
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

《
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ

ッ
ク
教
室
》 

■時
1
月
8
日
か
ら
3
月
１９
日
ま
で
の

　
毎
週
土
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

■他
各
教
室
と
も
、
飯
山
総
合
運
動
公

　
園
体
育
館
で
。
参
加
料
が
必
要
。 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

障
害
者
職
業
訓
練
生 

　
兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
が
、

平
成
２３
年
度
訓
練
生（
4
月
入
校
生
）

を
募
集
。授
業
料
無
料（
教
科
書
代
な

ど
は
自
己
負
担
）で
、通
学
が
困
難
な

人
に
は
校
内
に
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。 

選
考
日
＝
2
月
2
日
貉 

■対
身
体
障
害
者 

学
科
＝
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
グ
ラ
フ

　
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
情
報
ビ
ジ
ネ

　
ス
科
、イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科（
１

　
年
制
）
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務

　
科
（
6
か
月
制
） 

■申
1
月
１８
日
貂
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
0
7
2
―
7
8
2
―
3
2
1
0
） 

 

土
器
川
河
川
遡
行 

　
土
器
川
の
河
口
か
ら
源
流
を
目
指 

し
て
歩
き
ま
せ
ん
か
。 

■時
1
月
9
日
豸
午
前
9
時 

コ
ー
ス
＝
土
器
川
河
口
東
側
〜
美
霞

　
洞
温
泉
（
宿
泊
）
〜
竜
王
山
〜
奥

　
の
湯
温
泉
の
約
５０
誅
で
、
日
帰
り

　
か
宿
泊
を
選
択 

■定
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■申
1
月
5
日
貉
ま
で
に
、
塚
田
さ
ん

　
（
蘂
0
9
0
―
4
5
0
1
―
3
2
 

　
3
3
） 

 

初
日
の
出
を
迎
え
る
会 

■時
1
月
1
日
豢
午
前
6
時 

■所
丸
亀
城
天
守
前
広
場 

■内
か
わ
ら
け
贈
呈
（
先
着
1
0
0
0

　
人
）
、
富
く
じ
な
ど 

■他
本
島
、
広
島
、
城
東
、
郡
家
、
垂

　
水
、
飯
野
の
譛
市
体
育
協
会
支
部

　
も
実
施 

■問
市
体
協
（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

●
同
日
午
前
7
時
か
ら
、
田
村
池
休 

　
憩
所
で
実
施 

■問
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
蘂
2
4
―

　
0
9
8
1
） 

 

１９ １８ １８ 

検索 

　丸亀城を中心に8月、11月、12月に放火と思われ
る火災が6件発生しました。消防署や消防団が見回
りを強化していますが、放火させない環境作りにご
協力願います。 
○家の周りに、ごみなどを放置しない 
○ごみは指定された日の朝に出す 
○出入り口などは、必ず施錠する 
○自転車カバーなどは燃えにくい 
　製品を 
　消防本部予防課 蘂25-4004

不審火が発生しています 



花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

ツバキ：観賞用としても美しいツバキ
は、万葉集の時代から実用品として幅
広く使われています。椿油や工芸品の
木材、葉のエキスは止血薬になります。 

お城から海を望む 市民ひろば前にて 

昭
和
天
皇
お
手
植
え
の
松 

　
昭
和
41
年
、
城
北
小
学
校
に
入
学

し
た
私
は
、
在
校
中
、
夏
の
体
育
の

時
間
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
当

時
の
城
北
小
学
校
に
は
、
ま
だ
プ
ー

ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
水
泳
の
授
業

は
丸
亀
城
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接
し

た
城
内
プ
ー
ル
ま
で
列
を
組
ん
で
歩

い
て
出
掛
け
て
い
た
。
子
ど
も
心
に
、

そ
れ
が
半
日
掛
か
り
の
小
遠
足
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

　
そ
の
後
、
狭
い
敷
地
を
工
面
し
て

小
学
校
に
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
る
一

方
、
城
内
プ
ー
ル
は
閉
鎖
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
夏
の
暑
い
日
に

お
城
の
に
ぎ
や
か
な
セ
ミ
の
声
を
聞

き
な
が
ら
泳
ぎ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
こ

と
は
、
小
学
生
時
代
の
忘
れ
が
た
い

思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。 

　
昭
和
47
年
に
東
中
学
校
に
入
学
し

た
私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
部

活
に
選
ん
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
ボ
ー
ル
さ
ば
き
や
俊
敏
さ
が
命
だ

が
、
加
え
て
持
久
力
が
も
の
を
い
う

競
技
だ
。
そ
の
た
め
、
体
育
館
で
の

練
習
以
外
に
、
週
２
回
ほ
ど
丸
亀
城

の
見
返
り
坂
や
内
周
と
外
周
を
走
り

こ
ん
だ
。
非
常
に
き
つ
い
練
習
だ
っ

た
が
、徐
々
に
体
が
慣
れ
て
く
る
と
、

お
城
の
外
周
を
連
続
５
周
走
る
の
も

平
気
に
な
っ
て
、走
り
終
え
る
と
清
々

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。 

　
昭
和
53
年
に
丸
亀
高
校
を
卒
業
し

て
故
郷
を
離
れ
、
現
在
は
、
東
京
の

地
で
「
昭
和
天
皇
実
録
」
と
い
う
昭

和
天
皇
の
御
伝
記
を
編
纂
す
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
天
皇
は
大

正
11
年
と
昭
和
25
年
の
２
度
ほ
ど
丸

亀
を
訪
問
さ
れ
、
市
役
所
・
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
現
城
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
）・

丸
亀
中
学
校
（
現
丸
亀
高
校
、
お
手

植
え
の
松
と
記
念
碑
が
あ
る
）
な
ど

に
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る
。
同
実
録
に

は
、
そ
の
時
々
の
様
子
も
克
明
に
記

述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

　
私
自
身
の
丸
亀
城
に
ま
つ
わ
る
回

想
と
は
次
元
が
異
な
る
が
、
昭
和
天

皇
の
目
に
は
丸
亀
城
の
内
と
外
が
い

か
ほ
ど
に
映
っ
た
か
、
今
は
そ
れ
に

想
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。 

丸

亀

城
の
内

と

外 詫
間
　
直
樹
さ
ん
（
５１
） 

宮内庁書陵部勤務。
皇室の歴史に関す
る調査・研究に従事
する。城東町出身 

森　川　卓　海ち
ゃ
ん 岩　田　蒼　史ち

ゃ
ん 

いわ た もり かわ し あお 

（H21.4.28生） 
川西町北 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 

み たく 

（H21.12.11生） 
津森町 

やんちゃなあなたは我が家
のアイドル。大～好き螢 

卓くん大好き螢生まれてき
てくれてありがとう！！ 

㈱丸亀急配に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（蘂22-0503）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

す
が 

す
が 

さ
ん 


